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HANDS プロジェクトは、７月の末から６回
ほど真岡市にあるスペイン語の母語維持を目的
とするスペイン語教室「AMAUTA」に訪問し、
そこに通う子ども達への学習支援を行いました。
支援の主な内容は、子ども達の夏休みの宿題の
お手伝いでした。HANDS ジュニアをはじめ毎
回複数の学生で参加し、私は６回中３回参加す
ることができました。
私は 3回とも、小学１年生や２年生を中心と
する低学年を担当しました。私は、今まで外国
人児童生徒だけでなく、子どもに勉強を教えた
経験が一度もありませんでしたので、わかりや
すく教えられるか心配でした。
私の緊張が伝わってしまったのか、最初は子
どもに話しかけてもなかなか反応が返ってこな
くて、コミュニケーションを取るのに苦労しま
した。しかし、積極的に話しかけるうちにだん
だん心を開き、子どもの方から質問してくれる
ようになりました。
私が訪問した８月にもなると、
子どもは宿題がほぼ終わってお
り、絵日記や虫の観察の感想など、
自分で文章を考えて書くことが主
な活動になりました。かれらは絵
を描くことには積極的でしたが、
文章を考えるのは苦手らしく、よ
く手が止まっていました。それを
手伝おうとした私は最初、「何を
したの」などと抽象的に聞いてい
たのですが、その内に「誰と行っ
たの」「いつ行ったの」「どこで」など、具体的
に尋ねる方が言葉が出やすくなり、文章も考え
やすくなることに気付きました。
担当した子どもは日本語で文を書くのは苦手
でも、日常的な会話はできる子がほとんどでし
た。しかし、なかには日本語を聞き取るのが苦
手な子もいたようでした。その子は、私が話す
日本語を一生懸命聞いてはいたのですが、その
内容を全然理解できずにいました。私は、「私の
説明の仕方が悪いからこの子が理解できないの
だ」と思っていました。しかし後になって、そ
の子は日本語が分かっていなかったことを知り
ました。その子が、とても申し訳なさそうに「日
本語がわからない」と、私に伝えてきてくれた
のでした。私は教えることに必死で、そのこと
に気づいてあげられませんでした。なぜ私の説
明が伝わってなかったのか、もっと考えるべき
だったと反省しました。
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私は今年度から学生ボランティアとして、タ
イ出身の中学 1年生に学習支援をおこなってい
ます。大学の授業を通して外国人児童生徒や教
育現場に関心を持ったことがきっかけで、母校
である鹿沼市にある中学校に派遣されることに
なりました。
小学校高学年のときにタイから日本へやって
きたＡさん。明るく元気な性格で、新しい日本
語を覚えると積極的に使ってくる、勉強熱心な
女の子です。日本語の日常会話は問題ないもの
の、中学校の授業を理解するのにはとても苦労
していました。
主な支援内容は、日本語の勉強として毎日書
いている日記の添削、小学校国語の教科書を使っ
た日本語学習、普段の生活の様子などを話す自
由会話です。支援を始めた当初は、希望してい
たボランティアに携われるという嬉しさがある
反面、タイ語も理解できず教員志望でもない私
に何ができるのだろう、という漠然とした不安
を抱えていました。また、Ａさんの一番の課題
である授業内容の理解を、直接的には手伝えな
いことにもどかしさも感じていました。
しかし支援を始めて 1か月ほど経った頃、自
夏休みの学習支援という貴重な体験を通して、
私は子どもに分かりやすく勉強を教える難しさ、
母語が違う子ども達とのコミュニケーションの
難しさを再認識しました。また、「AMAUTA」
を運営するお母さん方は、私たちが学生である
にも関わらず「来てくれて本当にありがとう」
ととても感謝してくれたことが印象的でした。
子どもの日本での学習について真剣に考えてい
分のボランティアに手ごたえを感じる出来事が
ありました。自由会話のときに私が大学生活の
話をすると、Ａさんがどんどん質問をするよう
になったのです。そこで私は、大学生活の楽し
さや授業のおもしろさ、大学で学ぶために中学
や高校で頑張って勉強した経験を話しました。
するとＡさんは、「私も大学で勉強したい」「英
語も好きだから、3 か国語が使えるようになり
たい」「語学を活かした仕事をしていろんな国
に行ってみたい」と、自分の将来の話をしてく
れるようになりました。「そのために頑張って高
校に行きたい」。その言葉を聞いたとき、私は自
分の支援の意味を強く感じることができました。
直接的な学習支援に限界があっても、Ａさんが
自分の将来に希望や可能性を見出し、学習意欲
を高めるきっかけを作る。これもひとつの支援
の形だと感じています。
中学生は勉強や人間関係、そして自分の将来
のことなど、悩みや不安が多い時期だと思いま
す。まして母国を離れ、新たな環境で生活する
子どもが抱える問題はなおさら大きいものです。
学生ボランティアの活動が、そうした子どもた
ちのひとつの支えになれればと思うと同時に、
る保護者の気持ちが、ひしひしと伝わってきま
した。
今回「AMAUTA」学習支援に参加したことで、
私は外国人児童生徒の問題をより深く考えたい
と改めて思いました。そのために、これからも
HANDS の活動に積極的に参加し、学生ができ
る支援をたくさん実践したいと思います。
宇都宮大学国際学部 4年
夢をもつことへの支援の確かな実感
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